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時間 内  容 主 な 活 動 留 意 点 

例： 
60 分 
00:10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
00:40 
 
 
 
 
 

 
はじめのこ
とば 
 
 
 
 
 
 
 
３つの約束
確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アイスブレ
イク 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークショ
ップ 
 
 
 
 

 
「みなさん、こんにちは。ご多用のところ、
参加いただきありがとうございます。今日
は、年齢に応じた“お手伝い”について、
考えてみたいと思います。司会の○○で
す。よろしくお願いします。」 

 
 
 
 
「この会は、ともに楽しく学び合い、みなさ
んで作り上げていくものです。誰もが『参
加してよかった。』と思える会にするため
に、協力していただきたい３つの約束があ
ります。」 
 

① 参加 「積極的に話し合いに参加しまし
ょう。全員が参加できるように、協力を
お願いします。」 
 

② 尊重 「お互いの意見や感じ方を尊重し
ましょう。他の参加者の意見を否定した
り、自分の考えを押し付けたりしないよ
うにしましょう。話したくないことは、
パスしてもかまいません。」 
 

③ 守秘 「子育ての交流ですから、個人情
報に関わる内容も出てきます。同じ時間
を共有する者同士の信頼関係のうえで
行われる交流です。決して口外しないよ
うにしましょう。」 
 

「それでは、みなさん、少し緊張していらっ
しゃるようですので、心と体をほぐしリラ
ックスしましょう。」 

肩たたき 
「もしもしかめよ♪の歌に合わせて、隣の
人の肩をたたきます。“右”と言ったら
右手で、“左”と言ったら左手でたたい
てください。歌の途中で声をかけますの
で気をつけてくださいね。では・・・」 

 
<ワーク１> 
「それでは、緊張もほぐれたところで、お配
りしたプリントの『こんなことありません
か』をそれぞれお読みください。そして、
あなたは、このお母さんになんと言ってあ
げたいか考えてみましょう。」 

 
◇笑顔で親しみやすい言動に努
めましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
◇会を成功させるために、学習を
始める前に参加者全員で「３つ
の約束」を確認しましょう。 

 
 
 
◇一人が話し過ぎないように、時
間配分を考えながら、全員に話
す機会を回すようにしましょ
う。 

◇「相手の目を見てうなずきなが
ら聞くとか、相槌を打ちながら
聞くなどすると、話す人も嬉し
いですね。」と具体的な聞き方
を伝えると分かりやすいでし
ょう。 

◇子育て中の親として、家族に関
わることも話題になりますが、
自由に話してもらうためにも、
信頼関係が大切であることを
理解してもらいましょう。 

 
◇アイスブレイクとは、参加者の
不安や緊張を氷にたとえ、その
氷（不安や緊張）を溶かすとい
う意味をもった活動です。 

◇１５ページ「７ アイスブレイ
クに活用できる簡単なゲーム」
①参照 

 
 
 
 
◇「こんなことありませんか」に
ついては、詳細な説明はせず
に、読んでいただくとよいでし
ょう。 

 

小道具として「お茶」やちょっと

した「お菓子」がある 

とやわらかい雰囲気を 

演出し、話も弾みやす 

くなります。 

○子育てに一生懸命になるあまり、子どもへの不満を抱いたり、子どもへの要求が多くなったり

することもあります。思うようにならないイライラからつい強い言葉になったり、手を出して

しまったりしそうになるかもしれません。そういう時には、どのようにすればよいのでしょう。

参加者同士が交流する中で、ストレスの発散方法をもち帰ってもらいましょう。 

ねらい 

進行案 
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00:10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふりかえり 
 
 
おわりのこ
とば 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・わが子が思うとおりにならないとイラ 
イラするよね。 

・子育てを一生懸命がんばっているね。 
・子どもは必ず成長する時期が来るよ。 
・あせらないでいいよ。 
・どうすればいいか一緒に考えてみよう。 

など 
 
<ワーク２> 
「あなたは、育児に自信がなくなった時、ま
た、イライラした時はどうしますか。」 

 
・好きな音楽を聞く。 
・おいしいデザートを食べる。 
・しばらく誰かに預かってもらう。 
・友達に連絡（電話・ライン・メール）する。

など 
 
配布資料 
「子どもを健やかに育むために～愛の鞭（む
ち）ゼロ作戦～」 

 
 
「いかがでしたか。いろいろな工夫が出され
て、今日から生かせそうですね。」 

 
「私も、子育てで疲れてしまったときは、両
親に頼んで、１日フリーの時間をとったこ
とがあります。息抜きは必要ですね。」 

「みなさん、今日参加されていかがでした 
か。毎日、お子さんを目の前にして奮闘し 
ていらっしゃる皆様方にとって、少しで
も気持ちが軽くなったり、何かヒントお
得たりしていただけたならうれしいで
す。お話を伺っていて、本当にみなさん
よくやっていらっしゃるなあと思いまし
た。これからも、お困りのことがあれば、
一人で悩まずにこのような機会を活用し
たり、参加された方同士情報交換したり
してくださいね。」 
 

 
◇感じたことを気軽に話せるよ
う、話している方を見て、うな
ずきながら聞くようにしまし
ょう。 

 
 
 
 
 
◇自由に自分のリラックス方法
を出し合いましょう。 

 
◇わからない方法だったら、詳し
く教えてもらいましょう。 

 
 
 
 
◇資料を配布し、「Point３・４・
５」から活用できるものがあれ
ば、それをもとに話すのもよい
でしょう。 

 
◇資料「一人で悩まず、相談して
くださいね」は、参考に持ち帰
っていただいてもよいでしょ
う。 

◇最後は、参加者の日頃のがんば
りを認めることのみとし、指示
やアドバイスをすることは避
けましょう。 
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